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報告書 

 

令和２年度（2020年度） 

子どもの家庭養育推進官民協議会研修会 

 

１．目的： 

都道府県等社会的養育推進計画が、「家庭養育優先原則」に基づく社会的養育の充実をめざし、子

どもの最善の利益の実現に寄与するものとなるよう研修会を開催する。 

 

２．日時： 

DAY1 -2021年 1月 22日（金）13:15～15:00入室・ご挨拶・セッション① 

DAY2 -2021年 1月 29日（金）13:15（入室）～14:40セッション② 

15:00～16:00情報交換会 

DAY3 -2021年 2月 19日（金）13:15（入室）～15:00セッション③ 

 

３．場所：Zoom開催（日本財団会議室より配信） 

 

４．対象：子どもの家庭養育推進官民協議会加盟団体関係者 

 

 

―――――――――――――――――――＜プログラム＞―――――――――――――――――― 

 

■DAY1 1月 22 日（金）13:30―15:00 

セッション「社会的養護と子どもの権利」 

平成 28年の児童福祉法改正で子どもの権利条約が児童福祉法の理念として掲げられ、子どもが権

利の主体であると明示されました。また、平成 31年 2月には、日本政府の第 4 回・第 5回報告書

に対して国連子どもの権利委員会から勧告がなされました。代替養育に関する部分の勧告もありま

す。社会的養護下の子どもの権利が大きく変わりつつあります。改めて社会的養護と子どもの権利

について考えてみたいと思います。 

 

＜登壇者＞ 

・木ノ内博道氏（千葉県里親家庭支援センター理事、官民協議会アドバイザー） 

（モデレーター） 

・一場順子氏（弁護士・前世田谷区子どもの人権擁護委員） 

・中村みどり氏（Children's Views and Voices） 

・脇園美可子氏（仮名）（Children's Views and Voices） 

file:///C:/Users/ã�¦ã�­/Desktop/æ�¥æ�¬è²¡å�£ï¼�/ç �ä¿®ä¼�å®�æ�½æ¦�è¦�ï¼¿20210129æ��æ�°.pdf%23page=2
file:///C:/Users/ã�¦ã�­/Desktop/æ�¥æ�¬è²¡å�£ï¼�/ç �ä¿®ä¼�å®�æ�½æ¦�è¦�ï¼¿20210129æ��æ�°.pdf%23page=2


2 

 

■DAY2 1月 29 日（金）※2 部構成 

①13:30―14:40 

セッション「よい里親さんと出会うためのリクルートとは」 

全国整備されるフォスタリング機関の重要な役割の１つとして「リクルート」があります。里親制

度について正しく伝えるコミュニケーションができれば、里親になりたいという人はもっといるは

ずです。100万人の潜在里親（※日本財団調査）を掘り起こし、よりよい里親委託を進めるため

に、成果が見え辛く正解もわからない「里親リクルート」について、この時間を使ってヒントが得

られたらと思います。 

 

＜登壇者＞ 

・高橋幸子氏（NPO法人キーアセット リクルーター） 

・八谷斉氏（NPO法人優里の会） 

・中村智美氏（社会福祉法人二葉保育園 二葉乳児院 二葉子どもと里親サポートステーション 

東京都里親支援機関事業・里親リクルーター） 

・叶登世美氏（さがみの里親会 会長） 

・高橋恵里子氏（日本財団 公益事業部 国内事業開発チーム チームリーダー） 

 

②15:00―16:00 情報交換会 

自治体メンバー・民間メンバー分かれての情報交換会 

厚生労働省胡内課長補佐出席 

 

■DAY3 2月 19 日（金）13:30―15:00 

セッション「“フォスタリングカード”発表と使い方レクチャー： 

よりよい里親養育のためのコミュニケーション」 

里親家庭で生活する子どもは、不安がいっぱいです。こんなこと、里親さんに聞いてもいいのか

な。困ったら、誰に相談したらいいのかな…。また、実子が里子や実親との関係で悩みを持つ場合

もあります。どう接したらいいのだろう。学校の友達に聞かれると何て答えたらいいかわからない

…。里子も実子も、複雑な悩みの種をたくさん持っています。私たち大人は子どもたちの声をしっ

かり聞けているでしょうか。今回、九州大学・SOS子どもの村福岡理事の田北氏を中心に、子ども

と大人の対話をつなぐ「フォスタリングカード『TOKETA』」を作りました。カードの使用方法を学

びながら、子どもの不安を解消し、よい里親委託を進めるための心構えについて考えましょう。 

 

＜登壇者＞ 

・田北雅裕氏（九州大学専任講師/ SOS子どもの村 JAPAN） 

・里親、里子、実子数名 
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セッション １日目 

「社会的養護と子どもの権利」 

平成 28年の児童福祉法改正で子どもの権利条約が児童福祉法の理念として掲げられ、 

子どもが権利の主体であると明示されました。 

また、平成 31年 2月には、日本政府の第 4回・第 5 回報告書に対して国連子どもの権利委員会 

から勧告がなされました。代替養育に関する部分の勧告もあります。 

社会的養護下の子どもの権利が大きく変わりつつあります。 

改めて社会的養護と子どもの権利について考えてみたいと思います。 
 

＜登壇者＞  

・木ノ内 博道 氏（千葉県里親家庭支援センター理事、 官民協議会アドバイザー）モデレーター 

・一場 順子 氏（弁護士・前世田谷区子どもの人権擁護委員）  

・中村みどり 氏（Children's Views and Voices）  

・脇園美可子 氏（仮名）（Children's Views and Voices）  

 

 

 

木ノ内：本日は「社会的養護と子どもの権利」

をテーマに進めてまいります。平成 28年に児

童福祉法の改正ありました。また、平成 31年

に子ども権利条約の日本報告に対して国連子ど

も権利委員会から勧告がなされました。この 2

点を今日の話の中心に据えたいと思います。ま

ずは自己紹介をお願いします。 

中村 私はＣＶＶという活動で副代表をしてい

ます。2001年に立ち上げた社会的養護の経験

者、当事者をエンパワーメントする居場所活動

を目的にして活動している団体です。 

私自身も乳児院と児童養護施設を経験してお

り、同様の経験をしている人たちと繋がりを大

切にしています。また、今私は支援者としての
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仕事をしていますので、経験者の声を里親支援

にどう生かすのか、考えながら仕事をしていま

す。 

 

脇園：私もＣＶＶに所属している当事者スタッ

フです。私は生後すぐ乳児院に入所しました。

その後、5歳で児童養護施設に措置移動となり

18歳まで所属しました。退所してすぐに大阪

のアフターケア当事者団体 CVＶ に出会い、そ

こで当事者として講演活動などを現在も細々と

続けています。 

４年制大学で福祉を学び、卒業後は障害者の

介護の分野に就職しました。もともと児童養護

施設の職員になりたいという夢がありました

が、在学中の実習を経験して挫折しました。3

年ほど前に結婚し、現在は休職していますが、

当事者活動に励んでおります。 

 

一場：私は３人の子どもを出産後、子どもに関

する活動をライフワークにしたいと思い、弁護

士になりました。日弁連の子どもの権利委員と

して活動しています。また、世田谷子ども人権

擁護委員および東京都の子どもの人権擁護委員

として、子どもの相談救済活動に 10年ほど携

わりました。日弁連の派遣チームの一人として

国連の子ども権利委員会の予備審査、本審査も

行っています。 

2020年の 9月 25日に日本財団が発表した

「子どもの権利を保障する法律を制度に関する

研究会の提言書」にも委員として参加しており

ます。今日はそのことについてもお話しできた

らと思います。 

 

木ノ内：私は平成 5年に里親登録し、全国里親

会の役員をしながら、国の審議会の委員として

児童福祉法の改正等に関わってきました。ま

た、子どもの権利条約総合研究所の研究員とし

て子どもの権利の問題にも関わってきました。

本日は子どもの権利のことを中心に話していき

たいと思います。まず一場先生から子どもの権

利条約の全体について解説をお願いします。 

 

子どもの権利条約 ４つの原則 

一場：子どもの権利条約は第二次対戦が終わっ

た後、ポーランドから草案が出されました。10

年の期間をかけて国連で議論が尽くされ、1989

年に国連で採択、翌年発効されました。日本は

1994年に批准しています。条約ができてから

既に 30年以上経ち、日本が批准してからも 25

年以上が経っています。 

子ども権利条約で一番大事なのは、子どもは

保護の対象ではなく、権利の主体として位置付

けられていることです。なかでも大事な４つの

原則があります。 

・生命、生存及び発達に対する権利 

（命を守られ成長できること）   

すべての子どもの命が守られ、もって生まれた

能力を十分に伸ばして成長できるよう、医療、

教育、生活への支援などを受けることが保障さ

れます。 

・子どもの最善の利益 

（子どもにとって最もよいこと）   

子どもに関することが行われる時は、「その子

どもにとって最もよいこと」を第一に考えま

す。 

・子どもの意見の尊重 

（意見を表明し参加できること） 

子どもは自分に関係のある事柄について自由に

意見を表すことができ、おとなはその意見を子

どもの発達に応じて十分に考慮します。 

・差別の禁止 

（差別のないこと） 

すべての子どもは、子ども自身や親の人種、性

別、意見、障がい、経済状況などどんな理由で

も差別されず、条約の定めるすべての権利が保

障されます。 
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この子どもの権利条約の中で最も大事な基本

原則について、日本の法律の中では明記されて

いませんでした。児童福祉法の改正の時に、子

どもが権利の主体であること、子どもの最善の

利益について触れたというのが、日本の法律の

中では初めてのことです。 

子どもの権利条約を批准した国は、国連の子

どもの権利委員会に、2年目に一度、そして 5

年に 1度ずつ報告をします。それに対して国連

の子ども権利委員会の審査、予備審査、本審査

を受けて、最終的に総括所見、さまざまな勧告

が出されます。 

私は日弁連から派

遣されてこの審査に

参加しましたが、世

界の国の中で日本が

どういう状況にある

のかよくわかりまし

た。2010年の勧告で

は「日本は、児童を、権利を有する人間として

尊重しない伝統的な価値観により、児童の意見

の尊重が著しく制限されていることを引き続き

懸念する」という見解が述べられています。こ

れが国際機関から見た日本の子どもの現状であ

り、私が子どもの権利についてさまざまな活動

する中で常に感じていることです。日本の伝統

的な、社会的な見方の中では、子どもを権利の

主体として認めない見方が根強くあります。 

2019年に野田市で小学 4年生の女の子の虐

待死の事件がありました。あの事件も子ども自

身の意見が施策に反映されなかった、無視され

たことが痛ましい結果を招いたと思います。子

どもは状況をきちんと分かっており、自分の意

見を言えるというのが私の実感です。 

弁護士が中心となって作った日本で初めての

民間の子どものシェルター「カリヨン子どもセ

ンター」での活動や、そこで司法面接をして虐

待を受けた話を聞く仕事もしていますが、子ど

もは自分に起きたことを聞かれればきちんと話

します。子どもの人格の尊厳を尊重しながら、

子どもに向き合うことが大事だと思います。子

どもの権利条約は日本で批准されていますが、

子どもの権利の主体とする考え方が法律の中に

ない。日弁連では子ども基本法を作った方がよ

いと考えていますし、日本財団の提言にもそれ

を反映しています。 

 

改正児童福祉法のポイント 

木ノ内：平成 28年に児童福祉法が改正されま

した。私は新たな子ども家庭福祉の在り方に関

する研究会というこの法律を作る手前の作業に

関わりました。 

そして 1条から 3条まで大幅に、子どもの権

利を入れて法律が改正されました。 

第 1条では「全て児童は」と、子どもが主語

になっています。「子どもの権利に関する条約

の精神にのっとり」ということで、子どもの権

利に関する条約をメインにおいている。「精神

にのっとり」ですから、子どもの権利条約その

ものではないわけですが。 

第２条では「全て国民は」から始まり、初め

て日本国民は子どもの良好な関係において生ま

れ、かつ社会のあらゆる分野においても児童の

年齢及び発達の程度に応じてその意見が尊重さ

れるということで、意見の尊重などが謳われて

います。 

第３条の２項では国及び地方公共団体は子ど

もが家庭において、心身ともに健やかに養育さ

れるよう、児童の保護者を支援しなければなら

ない、とあります。その上で子どもが家庭で養

育されるのが難しい場合に関しては児童を家庭

において養育することが困難、または適当でな

い場合にあっては、児童が家庭における養育環

境と同様の養育環境いわゆる里親家庭のような

ところで養育する。「継続的に」とあります

が、これはパーマネンシーです。連続的、継続



6 

 

的に養育されることが大事ですよ、と書かれて

います。 

児童が代替的な家庭において養育することが

適当でない場合はどうするか。家庭環境で養育

されることが原則で

あって、適当でない

場合は、家庭的な小

規模の施設での養育

となります。改正児

童福祉法には大舎

制、大規模施設で養

育するということは

出てきません。 

平成 28年 5月に国会で通過し、２か月後の

7月から「新たな社会的養育のビジョンについ

ての検討会」が作られ、この法律に基づいたし

くみをどう作ったらいいのか、ということが１

年あまり議論され、平成 29 年 8月に「新しい

社会的養育ビジョン」が発表になりました。 

新ビジョンの中では、例えば 3歳までの子ど

もは 5年間で 75%が家庭養育、里親の下で育て

るべきであるとう、それぞれの目標が出ていま

す。かなり高い数値なので難しいのかもしれま

せんが、地方自治体に施策を講じるように指示

し去年の 3月末に締め切り、各地方自治体から

上がってきましたが、７つの公共団体、地方自

治体からしか目標達成の数値が上がってきてい

ない状況です。 

こうした取り組みが始まっていますが、どう

考えたらいいのか。これまでの経験を踏まえて

中村さん、脇園さんにお話を伺います。 

 

条約批准後、子どもの声を聞けたのか 

脇園：私の経験からお話しします。私の場合は

両親もいましたし、祖母の家もあり、一応外泊

ができることになっていました。しかし、他の

入所している子どもたちも含めて、家族から外

泊時にネグレクトや性的虐待を受けているとい

う声がありました。外泊から帰ってきた子ども

に対するヒアリングあればよかったのに、と思

います。 

 

中村：私は子どもの権利が 94 年に批准される

前から施設に入って、権利条約が批准された

後、私たちの生活が変わっていったという経験

しました。今回、児童福祉法が改正されて子ど

もの権利が記載されたということで、これから

生活する子どもたちにとって大きな変化が起こ

ることを期待しています。 

 昨年、施設や里親

家庭で生活している

子どもたち約 75名と

「今あなたの声が聞

こえていますか」と

題し、子どもの権利

カードを使ったゲー

ムをしながら声を聞かせてもらいました。そこ

では「誰も聞いてくれる人がいない」「大人に

話しても意味がない」という子どもの声が聞か

れました。 

権利条約を批准してから、施設や里親家庭や

児童相談所では、権利ノートや意見箱などの取

り組みがなされています。それでも、誰にも話

すことができない子どもたちがいることを考え

ると、今の取り組みを見直す必要があると思い

ます。聞き取りの中では、「身近な人だから言

いにくい」「施設の職員だから言いにくい」と

いう意見もあり、子どもの話をしっかりと意見

を聞いてくれる第三者の必要性を感じました。 

 

子どもを一人の人間として尊重する聞き方 

木ノ内：ありがとうございます。条約の批准か

ら児童福祉の改正まで、全体の流れについて一

場先生お願いします。 
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一場：子どもの権利条約の観点から言えば、先

ほどの児童福祉法の改正された、第２条の「子

どもの最善の利益を考慮しなければならない」

と書かれたことで、行政の方が、最善の利益を

考えられるようになったということだけでも、

一つの前進だと思います。 

ただし、先ほどから言われているように、子

どもの意見の尊重という部分がなかなか日本で

は定着せず、「子どもの意見を尊重するなんて

子どもに勝手を許すこと」という世の中の受け

止め方があります。子どもの権利条約を作ろう

となると、むしろ学校関係者の方から反対意見

が出ます。世の中全体として、子どもに権利を

認める考え方はまだまだ少ないです。 

しかし、私の仕事ではどんな小さな子どもの

意見も尊重します。実際に司法面接室で出会っ

た子どもに対して「私はあなたと同じ経験はし

ていないので、ここではあなたの経験を聞きま

す。ここではあなたが先生で私が生徒です。だ

から私にあなたが経験したことを教えてくださ

い」ということからスタートするのです。 

子どもを一人の人間として尊重する姿勢がな

ければ、ただ意見表明権と言っても意味があり

ません。どんな小さな、一歳ぐらいの赤ちゃん

でも、「コンセントいじったら危ない！ダメ

よ」と言うと、何か悪いことをしたというだけ

で終わってしまいます。子ども達は人間として

生まれた時から一人の人格としてきちんと尊重

されなければいけない、尊厳を持っているので

す。それは大人として、支援する大人としてそ

れを大事にしなければ、子どもたちは声を出せ

ないといつも思っています。 

 

国連からの勧告とカウンターレポ―ト 

木ノ内：子どもの権利条約を日本が批准するわ

けですが、批准すると日本の政府が国連子ども

権利委員会の方に報告することになります。 

子どもの権利条約 20条にはこのように書かれ

ています。 

１．一時的若しくは恒久的にその家庭環境を

奪われた児童又は児童自身の最善の利益にか

んがみその家庭環境にとどまることが認めら

れない児童は、国が与える特別の保護及び援

助を受ける権利を有する。 

２．締約国は、自国の国内法に従い、１の児

童のための代替的な監護を確保する。 

３．2の監護には、特に、里親委託、イスラ

ム法のカファーラ、養子縁組又は必要な場合

には児童の監護のための適当な施設への収容

を含むことができる。解決策の検討に当たっ

ては、児童の養育において継続性が望ましい

こと並びに児童の種族的、宗教的、文化的及

び言語的な背景について、十分な考慮を払う

ものとする。 

 “必要な場合”に施設への収容を含むことが

できる、と。これについて、日本政府の報告を

見ていくことにします。 

１回目の日本の報告には、「日本の社会的養

護は施設養育が中心である」とあります。当時

は今より里親委託が少ないわけですが、それが

そのまま書かれています。国連子どもの権利委

員会からは「もっと代替家庭養育を中心に」と

いうようなことがいわれたわけです。 

２回目の日本の報告では「これから家庭養育

を中心にしていきます」ということが書かれて

います。現状のことはあまり書かれていませ

ん。それに対して国連からは、その通り実行し

てもらいたいということが書かれています。 

３回目の政府報告では 20 条について触れて

おらず、「2回目の報告と同じ」という書き方

でした。20条については関心が持たれていな

い。これでは問題があるということで、４回

目、５回目の報告書が出されるにあたって、カ

ウンターレポートというものがありますが、私

はそこに 20条の問題をきちんと書くことによ
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って、国内というよりは国連から日本の政府に

物申すようなことができないだろうか、という

ことで活動を始めました。子どもの権利条約総

合研究所などさまざまな機関からカウンターレ

ポートを書くための資料を集めました。 

日弁連のカウンターレポートは弁護士の皆さ

んが中心になって書かれますが、市民を中心と

したカウンターレポートを書くため、市民会議

を中心に私は活動を始めました。結果として、

20条の問題、すなわち養育が難しい子どもた

ちのことについては任せていただくことにな

り、執筆に取り組みました。 

カウンターレポート全体としては 1万字ほど

ありますが、その中の 20条だけを見ると、本

当に数少ない文字数の中で的確に書く必要があ

りました。それに対して、4 回目、5回目の報

告の総括所見が出たわけです。 

まず一般措置についての意見。 

「子どもの権利に関する包括的な法律を採択

し、かつ、国内法を条約の原則および規定と完

全に調和させるための措置を取るよう強く勧告

する」ということです。代替養育 20条の問題

ではありませんが、きちんと法律でするように

とあります。この辺りは子ども基本法を作る動

きとなり、日本財団が研究を進め、提言がなさ

れています。 

代替養育について子どもの権利委員会から６

つの問題が指摘されました。 

１）子どもを家族から分離するべきか否かの決

定に際して、義務的司法審査を導入し、子ども

の分割に関連する明確な基準を定め、かつ親か

らも子どの分離が最後の手段としてのみ、それ

が子どもの保護のために必要であり、かつ子ど

もの最善の利益に合致する場合に、子ども及び

その親の意見を徴収した後に行われることを確

保すること。 

虐待の場合、承諾を取らずに親子分離をする

ということが多いわけですが、この総括初見で

日本に対して言われたのは、親子分離は親子で

の生活が出来なくなった時に関してのみ、行わ

れる。そういうようなことをきちんと行うべき

だと。義務的司法審査となっていますから司法

が関わります。 

２）明確なスケジュールに沿った「新しい社会

的養育ビジョン」の迅速かつ効果的な執行。６

才未満の子どもを初めとする子どもの速やかな

脱施設化、及びフォスタリング機関の成長を確

保すること。新しい社会的養育ビジョン、とい

うものを国内の動きを、子どもの権利委員会は

よく知っていて、それを早く進めなさいという

勧告です。 

３）児童相談所における子どもの一時保護の実

務執行を廃止すること。一時保護を新しいしく

みとして検討してくださいということが語られ

ています。 

４）代替的養育の現場における子どもの虐待を

防止し、これらの虐待について捜査を行い、か

つ虐待を行ったものを訴追すること、里親養育

および施設的環境（児童相談所など）への子ど

もの措置が、独立した外部者による定期的に再

審査されることを確保すること、ならびに、子

どもの不当な扱いの通報、監視および是正のた

めのアクセスしやすく安全な回路を用意する等

の手段により、これらの環境におけるケアの質

を監視すること。 

社会的養護の中で虐待が起きているとしたら

問題なので、そのためにはこうしなさいという

ことが書かれています。 

５）財源を施設から家庭的環境（里親家族な

ど）に振り向け直すとともに、すべての里親が

包括的な支援、十分な研修および監視を受ける

ことを確保しながら、脱施設化を実行に移す自

治体の能力を強化し、かつ同時に家庭を基盤と

する養育体制を強化すること。 

施設から里親へというようなところをきちん

としなさいというような提言がなされました。 
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６）子どもの措置に関する生物学的親の決定

が、子どもの最善の利益に反する場合には家庭

裁判所に申し立てを行うよう児童相談所に明確

な指示を与える目的で、里親委託ガイドライン

を改正すること。となっています。実親が子ど

もの権利に違反するといいますか、そういうよ

うな場合には家庭裁判所に申し立ててきちんと

するようにというようなことが書かれていま

す。こういった６つの項目が総括初見として述

べられ、勧告されています。 

その後、第６回第７回報告を 2024年 11月

21日に提出するように、子どもの権利委員会

の方から言われています。 

全体としての子ども権利が大事なのは当然な

がら、20条に関しても国内できちんと進めて

もらうには、子どもの権利委員会の方からの総

括所見を受けて日本の社会的養護を変えてい

く、という取り組みをしていきたいと思いま

す。この辺りについて、一場さんいかがでしょ

うか。 

 

一場：私は第 3回の日本政府の報告書の審査の

時に予備審査、本審査ともに参加しましたが、

国連は児童相談所のあり方に対して疑問を持っ

ていました。 

次回の報告までにはきちんと報告するように

言われました。 

 

子どもの問題の関係省庁がバラバラ 

一場：そもそも、児童相談所というネーミング

もおかしいのです。法律も児童福祉法そのもの

が、子どもに関する養育困難、被虐、少年事

件、不登校など、ありとあらゆることを児童相

談所はやるように決められています。子どもを

保護する機関として何をどうすればいいかとい

うことが埋没して、細かい改正に改正を重ね

て、児童福祉法の今があります。 

私たち弁護士が虐待に関する子どもに法律家

として立ち会う時は、児童福祉法と児童虐待防

止等に関する法律を積み重ねてみないと中身が

分からない。それから改正された児童福祉法は

ものすごく膨大な量です。全体像が見えにくく

なってしまっている。これではわからないとい

つも思っていますし、国連から見たらさらにわ

からない。「児童相談所？ガイダンスセンター

となっているけれど、何をするところ？」と。 

しかも子どもの問題は厚生労働省と文部科学

省とそれから法務省と色々な省庁が関わってい

ますが、それぞれの連携がありません。カリヨ

ンで子どもを保護する時は、それこそスクラン

ブル連携という言葉を使っています。各専門家

がそれぞれ参加して力を合わせてこの子をどう

するかを考えることをしないと答えが出てこな

いのに、本当に日本の法律はバラバラで、対応

する省庁もバラバラ、その連携が全くなされて

いません。これでは国連からクレームが来るだ

ろうと思います。 

特に一時保護書は完全に児童相談所が所見で

決められるので、児童相談所だけの判断で子ど

もを親から分離して保護できます。確かに緊急

な場合はそれが必要でしょうけれども、少なく

とも事務的な審査は必要なのではないかという

ことは国連からも言われています。日本の家庭

裁判所は裁判官の人数が少ないですし、青年後

見制度も業務が多いので、子どものことに関わ

っていられないのかもしれませんが。 

各国の児童福祉を見ていると、裁判所が後見

的に命令などを出すこともできるようになって

いる気がします。その意味で、すごく大きな宿

題を児童相談所、厚労省に出されていると見た

方がいいのかもしれません。 

 

木ノ内：当事者の中村さん、牧園さん、国連か

らの総括所見をについていかがでしょうか？ 
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中村：親子分離についた書かれた部分は「子ど

もと親の意見徴収をしなさい」という部分が重

要だと改めて感じました。子どもに「これから

親と分離されるのだ」ということに対する意見

とか、もちろん保護者にも今から分離すること

について丁寧に説明していくことが、これまで

十分ではなかったのかなと感じました。 

どのように意見聴取するか、ということも技

術が必要です。「分離するからからいいよね」

という聞き方と「どう思うのか？」という聞き

方では、全然違うと思います。どのようにヒア

リングするかがとても重要だと感じています。 

親もそうですが、子どもにもきちんと聞くと

いうのは今の体制では少ないのかなと思いま

す。脇園さんはいかがですか。 

 

脇園：私も同じ意見です。措置変更で施設を移

動するとき、自動的に移動すると分かっていて

も、やはりヒアリングの時間を取って欲しいと

思います。子どもがちゃんと理解できるかどう

か、判断は難しいとは思いますけど。大事だな

と思います。 

先ほど言いそびれましたが、子どもの権利条

約に関する部分。子ども間の性的暴力があった

被害児童に対するヒアリングも大事です。とに

かくヒアリングの時間を増やして欲しいです。 

 

子どもの話をベースに対応を考える 

一場：「子どもの声を聞く時間がない」という

ことで終わっているのは問題だと思います。 

先ほどからも何回も出ていますが、子どもの

権利の主体として定め、子ども権利条約の理念

と原則を明記して子どもの権利保障に必要な制

度を定めた子ども基本法が必要です。 

ここで大事なことは、子どもの意見表明権が

中心にあるということを忘れないということ。

ヒアリングしたその結果を踏まえ、子どもに対

する最善の利益を考えて子どもの施策を考え

る。例えば一時保護するとか施設に措置すると

か決める時に、その子どもがヒアリングされた

子どもの意見というものを皆が共有して考えな

いといけないと思います。 

私はカリヨン子ども施設センターで司法面接

室室長をしていますが、子どもからきちんとイ

ンタビューする訓練を受けた方がインタビュア

ーとして子どもの話を聞いてそれを録画しま

す。録画すれば子どもの表情、子どものどんな

言い方をしているか全て画面から分かります。 

性的被害や性的虐待などは辛い話なので、何

度も聞かれるというのは子ども自身が二次被害

を受けてしまう。それを防ぐために録画という

手段を取るのです。録画を関係者が共有して、

その上でどう対応すればよいかに考える。 

日本の要対協も行政も、情報の共有というも

のに非常に臆病です。しかし、基本的な情報、

子どもの意見というものがベースにないと、ど

うしたら良いか考えられない。自分がどうした

らいいのか子ども自身が一番分かっています。

せっかく子どもが話した情報を共有できなけれ

ば、まともな対応をできるわけがありません。

せっかく子どもが訴えたとしても救われないの

です。そのためのきちんとした制度があった上

で、子どもの意見が尊重されるということが必

要だと思います。 

国連が一番気にしているのは、日本における

子どもの権利状況が子どもの権利条約で定めら

れている理念に合致しているかどうか。そこを

見て報告書を審査されます。 

今まで一番問題とされたのは、例えば代替養

育の部分、子どもの意見表明の部分、そして子

どもに関する包括的な法律がないことです。 

日本では子どもに対する子どもについての法

律はたくさんあります。例えば教育基本法とか

学校教育法とか児童虐待防止等に関する法律と

か、児童福祉法とか、少年法とか、担当部署は

全部違いますが、いろいろあります。けれど
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も、子どものことを考えた時にこれだけは絶対

に必要だよという原則が必要です。 

先ほど挙げた４つの原則。成長発達を保障し

ましょう。差別の禁止。これは外国人の子ども

が日本に大勢いて、現にそこで生活していま

す。その子ども達は憲法だと国民が対象なので

す。国民でなくても子どもはやっぱり特別な保

護が必要ですから、例えば児童相談所でもきち

んと外国人の子どもも保護の対象としておられ

る。そこは素晴らしいことだと思っています。

そういったことは差別の禁止というのはその意

味で大事です。 

意見表明権は繰り返しますが、大事な基本に

なっております。子どもに対する施策を考える

時、まずその子どもにとって最善の利益とは何

なのか。それは、具体的な判断だと私は思って

います。それぞれ子どもの能力も違いますし、

性別も違う、年齢も違う。0 歳と 15歳では対

応は全く異なります。具体的にその子にとっ

て、「いま目の前のこの子にとって最善の利益

は何なのか」と考えて行動しないといけない。

それが最善の利益の原則の内実だと私は思って

います。こうしたことを基本法の中に入れる必

要がある。今日本の法律の中にそれが書いてな

いから、子どもが苦しい思いをしています。 

現在、子どもの自殺が多いことが問題視され

ています。虐待されて亡くなってしまう子ども

もなんとか救うためにも、子どもの基本法が必

要だと思って提言しています。 

制度として大事なのは、文科省と厚労省と法

務省とバラバラに施策を進めてもうまくいきま

せん。例えばデータひとつとっても、自殺は警

察の統計です。本来は子どもに関するデータは

子どもの専門調査機関が取らなければ意味がな

い。内閣府に置くしかないかもしれませんが、

そうしたものを作る必要がある。調査権を持っ

て政策提言とか勧告することができる、行政か

ら独立した「子どもコミッショナー」を設立す

ることが求められます。 

さまざまな施策が実行する上でうまくいって

いるのか、モニタリングしないといけません。

国連は必ずモニタリング機構を置きなさいと言

っています。ところが、日本は行政から独立し

て行政をモニターする制度というのが本当に少

ない。だからこそ提言の中に入れています。 

そういった形で子どもに権利を保障する法律

および制度の提言を 2020年に発表したという

次第です。 

 

木ノ内：政府報告が、4回 5 回の報告書が出る

前に、国連の子どもの権利委員会から、市民の

声を聞いて報告書にまとめるよう指示があり、

外務省が集めたのです。関係省庁だけで、厚生

労働省もあり文部科学省も警察庁もあり、多様

な省庁から出てきます。市民の声というよりは

行政機関が非常に多い。 

例えば文部科学省の学校教育法を見ますと、

里親は養育のための保護者ではない。児童福祉

法には書かれていますが、学校教育法では里親

は保護者ではない。とにかく今のままでは不適

当だと思っています。 

また、きちんと全体の目標を集約できるとこ

ろがない限り、それぞれの省庁が自分の考えだ

けで動いている現状は問題があると思います。 

当事者の立場から見て現在の社会的養護の問

題あるいは子ども基本法をどのような方向で作

っていけばよいか。難しい質問ですが、もしご

意見があればお聞きしたいなと思っています。

いかがでしょうか。 

 

関係機関が連携するための子ども基本法 

中村：先ほども一場先生のお話にもありました

が、社会的養護となると厚生労働省が担当省庁

になりますが、経験者の声としては「学校の先

生にもっと理解してもらいたい」とか「学校で
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社会的養護のことが学べる授業もあったらいい

のではないか」という経験者もいます。 

同じ子どもをみている立場の大人でありなが

ら、一方は施設職員も含めて児童福祉の視点、

学校の先生は教育中心で福祉の視点とは異なり

ます。もう少し子どもの権利のために一緒に手

を取り合いながら次世代を育てていくことがで

きるとよいですが、現状の制度だけでは難しい

と感じています。縦割り行政を横につなぐ何か

しらの取り組みが必要で、その一つが子ども基

本法だと理解をしています。 

 

脇園：ご質問の答えになるかわかりませんが、

自分の経験から語らせていただきます。子ども

から助けてと言えないのと、何が自分にとって

虐待なのか、何がつらいのか分からないまま

18歳になり、施設を出てから後々たいへんに

なるという経験をしまして、やはり子どものう

ちから虐待のことを思い出させなくてもいいか

ら、トラウマについての勉強は学校の中でも、

施設の中でもいいので、そういう勉強に子ども

のうちから出会える場を作って欲しいと思いま

した。 

 

木ノ内：文部科学省と厚生労働省でも大分ちが

いますし、警察庁もまた違います。子どもの側

から助けてということができないことは、大人

の責任として必要だと思います。 

会場からもご意見がきています。 

 

参加者より：司法面接と被害を聞くことと、子

どもの気持ちや意見を聞くことは性質が違いま

す。司法面接の情報共有については限定的であ

るべきです。 

 

一場：司法面接とは私たち弁護士が使っている

言葉で、児童相談所では被害確認面接という言

葉が使われていますが、実態は同じです。きち

んと子どもの話を聞く訓練を受けたインタビュ

アーが一対一で子どもから受けた被害を聞くの

が被害確認面接であり、司法面接です。 

いじめの場合でも同じなのですが、子どもで

あっても一人の人間として尊重して一対一で

「あなたに起こったことを私に教えて」という

態度で子どもに聞くことが大切です。上から目

線で聴いても本当の話は出てこない。その様子

は録画して専門家が共有し、これから大人がど

う対応していけばよいのか、いじめだったら学

校はどう対応していけばよいのか、被虐待であ

れば児童相談所はどう対応していけばよいの

か、子どもを一時保護するのか、分離するかな

ど決めるときにベースなります。他の人に漏ら

してはいけないと言われますが、専門家は守秘

義務を持っています。私は弁護士なので業務の

一環として聞いた話を外部に漏らしたら弁護士

資格を失います。 

「プライバシーだから話したくない」ではな

く、それを話してもらわないと問題が解決でき

ないと考えていただけたらと思います。お話し

するのはきついと思いますが、何のために聞く

かというと、「あなたを救うために必要なんだ

よ」ということです。情報の共有は日本では確

かに難しいです。 

 

木ノ内：児童相談所に子どもたちが「虐待があ

る」と言っても相談に乗ってもらえないのは、

問題です。子どもの声ではなく、大人の声を聞

いている、どうもそんな感じを受けます。 

子どもの権利が批准されてからも日本でほと

んど機能してこなかった。児童福祉法改正によ

って、国内法としてようやく子どもの権利が認

められるようになった。子どもの意見を聞く、

家庭養育を中心とする、などありますが、今後

どういう風にしていけばよいか、ご意見お願い

します。 
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中村：これまで、子どもの権利条約が機能して

こなかったわけではく、批准後は支援者たちに

よって何らかの取り組みはされてきたと思いま

す。私自身の経験からも、暴力がなくなってい

ったという実感がありますし、子どもたちの声

を聞こうという取り組みがされ始めたとは思い

ます。 

ただし、それが十分ではなかったということ

は言えます。いま生活している子どもたちが話

を聞いてもらえない、適当にあしらわれてしま

う、大人に言っても意味がないという気持ちを

持っている時点で、今のままではよくない。 

もう一つ、家庭養育については、大人が子ど

もたちにとっていいと思っている環境が、子ど

もたちにとってどうなのか、ということは考え

られているのか。大人から見る子どもの最善の

利益ではなく、子どもたちの意見を聞いてから

ではないと、最善とは言えないのではと思いま

す。私自身、里親支援として子どもたちに関わ

る立場になっていますが、そういう視点を常に

持ち続けなければならないと思っています。 

 

職員に時間の余裕が必要 

木ノ内：中村さんからも出ましたが条約を批准

しても、さらに国内法で整備することで、どう

変わるのか。一場先生いかがでしょうか？ 

 

一場：法律家の立場から、やはり国内法がない

と。裁判官も判決は法に基づいて判断します。

条約だとやっぱり書きぶりも全然違いますし、

使い勝手が悪いです。だからこそきちんと国内

法に落とした方がよいと考えます。 

 

脇園：何を伝えたらいいのか難しいのですが、

私自身の経験から今後の子たちのためにこうあ

って欲しいと思うのは、トラウマに特化した専

門家と子どもたちが関わって欲しいと思いま

す。 

また、職員が少ないことで、関わる時間がど

うしても少なくなります。私がいた施設の職員

さんのことは優しくて大好きだったのですが、

関わる時間が少ないと、自分のしんどさを表現

できない子どもは取り残されていくしかなかっ

た。職員が余裕を持って子どもと関わって欲し

いと思います。さらに、施設内での子ども間の

性暴力もあるので、それが見過ごされてほしく

ないと思います。 

 

一場：東京都の子どもの人権擁護委員を務めて

いたとき、子ども間の性暴力の話がありまし

た。こうしたことは外部から出向いて話を聞か

ないと表に出てきません。お話を聞いたとき

は、「ともかく私たちがいるから話したい人た

ちはためらわずに来て」と言って、話に来てい

ただきました。 

特定の誰かの話を聞くと、その子があとで何

を話したのか詮索されると困るので、全員から

話を聞くなど、聞き取りの仕方の工夫が必要で

す。また、トラウマケアを精神科医に託すと薬

物治療のみに陥ることもあり注意が必要です。 

例えば国際的なトラウマ研究で知られる先生

は、ダンスをするとか、自分が積極的になれる

ことをした方がよいとおっしゃっています。間

違っても薬漬けにならないような注意が必要で

す。まずはカウンセリングがベストです。カリ

オンではトラウマに関しては、スタッフの他に

も子ども担当弁護士が一対一で付き添います。

そういう余裕が施設に必要です。 

 

木ノ内：職員に時間がないことで、子ども側が

問題解決でいないできることもあると思いま

す。職員を増員するなりして十分に話を聞ける

しくみができたらいいなと思います。子どもが

取り残されているという状況は何としても解決

していかなくてはなりません。本日はみなさま

貴重お話をありがとうございました。
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セッション ２日目 

「よい里親さんと出会うためのリクルートとは」 

全国整備されるフォスタリング機関の重要な役割の１つとして「リクルート」があります。 

里親制度について正しく伝えるコミュニケーションができれば、里親になりたいという人は 

もっといるはずです。100 万人の潜在里親（※日本財団調査）を掘り起こし、 

よりよい里親委託を進めるために、成果が見え辛く正解もわからない 

「里親リクルート」について、この時間を使ってヒントが得られたらと思います。 
 

＜登壇者＞  

・高橋 幸子 氏（NPO法人キーアセット リクルーター） 

・八谷 斉 氏（NPO 法人優里の会） 

・中村 智美 氏（社会福祉法人二葉保育園 二葉乳児院 二葉・子どもと里親サポートステーション 

東京都里親支援機関事業・里親リクルーター） 

・叶 登世美 氏（さがみの里親会 会長） 

・高橋 恵里子 氏（日本財団 公益事業部 国内事業開発チーム チームリーダー）モデレーター 

 

 

 

日本財団 高橋：皆さまこんにちは、日本財団

の高橋です。なかなかお会いできない日々が続

いておりますが、お元気でお過ごしでしょう

か。２日目のセッションの進行を担当させてい

ただきます。まずはパネリストの方にお一人ず

つプレゼンテーションをお願いいたします。 
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中村：私は現

在、東京都里親

支援機関事業の

里親リクルータ

ーをしていま

す。皆さまは里

親リクルートに

おいてどのよう

なことが大切だとお考えですか？ 二葉が大切

にしていることをご紹介します。 

里親リクルートで大切にしている１つ目は、

地道な種まきを続けていくことだと思います。

さまざまな活動を通して少しでも多くの方々に

里親制度についての情報を発信する。そのとき

すぐに里親になれないとしても、制度を知る人

を増やすことで、5年後 10年後の登録につな

がると信じています。制度を知る人が増える

と、地域に里親の応援団が増えていきます。里

親と子どもたちが共に生活しやすい地域に変わ

っていくことで「自分にもできるのではない

か」と思う方が増えることを目指しています。 

大切にしていること２つ目は里親制度の理解

です。実親の存在、歴史を含めた子どもの存在

を丸ごと受け入れるということが、社会的養育

としての里親制度である。このことを理解して

いただくことが重要だと思っています。 

また、社会的養護を必要としているお子さん

には多様なニーズがあり、里親家庭のなかだけ

で抱えて養育するのは簡単なことではありませ

ん。様々な専門職、里親仲間であたり、関係機

関とチームとなって養育していただけることが

大切であるということも必ずお伝えするように

しています。 

 

３つの里親支援機関と地域に根ざした取り組み 

次に、活動をするにあたって、ターゲットや

手法はどうしているのか。ここからは東京都内

地域児相、二葉乳児院、里親支援機関フォスタ

リング機関、都内の３里親支援機関の合同のリ

クルート事業について具体例をご紹介します。 

 

まず地域に根ざした取組み。各児相が里親委

託等推進委員会の場でリクルートの目標を共有

し、啓発や広報の取り組みについて情報共有し

ています。また地域の学校や保育園に全世帯に

いきわたるような形でのチラシの配布やポスタ

ーを掲示していただいています。 

目にする方が多い区報に情報を掲載していた

だくなど、地域とのつながりが、その先の支援

の充実につながるのでは、と考えています。 

出前講座は大学や区市町村の行政職員に向け

た研修の場で行い、制度普及に努めています。 

広報物としては配布用のチラシ、ポスター、

グッズ等を作成しています。イベントのときは

チラシだけでは手に取っていただくことが難し

いので、傷テープや綿棒などを一緒に入れてで

きるだけ多くの方に持ち帰ってもらえるような

工夫をしています。 

駅構内のポスター掲示や、画像の用意が今日

はできませんでしたが、駅構内でのデジタル広

告を東京都が行っております。そして、地域の

中でなるべく人が多く集まる郵便局を中心にポ

スターの掲示やチラシの配置をしております。 

次に企業との連携です。これは里親支援機関

事業ではなく東京都として取り組んでいるもの

です。2019年から J1リーグ、FC東京と連携し

てホームスタジアムである味の素スタジアムで

児童虐待防止キャンペーンと合わせ里親制度リ
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ーフレットの配布をしています。その他、東京

ドームなどスポーツ系の施設でリーフレットを

配布しました。 

東京都がワイドコラボ協定を結んでいる保険

会社や旅行会社と連携も始まりました。昨年の

里親月間では、各提携企業内で、ポスター掲示

やリーフレットの配布。そして、生命保険会社

では顧客等、制度周知のチラシを配布していた

だくことができました。 

イベント相談会の開催。イベントなどへの参

加協力について。今年は新型コロナの影響でイ

ベントがなかなか厳しい状況でした。通常です

と、イベントで私達はお子様に風船を配布しな

がら、その間に保護者の方に「養育家庭を知っ

ていますか、里親のことを知っていますか」と

いうアンケートをします。その答えを丸いシー

ルで貼ってもらいながら、例えば養子縁組と養

育家庭の違いを説明したりしています。そうい

う会話が生まれることで全く知らなかった方が

知る機会になっています。 

そして相談会を開催したり、里親月間には都

と市区町村の共催で体験発表会を東京都内各エ

リアで開催しています。今年の 3月 6日の相談

会は初めてのオンライン開催となります。今回

のテーマは思春期の子どもを預かることについ

て里親さんにお話をしていただくように準備を

進めています。 

各区でのパネル展示や相談会の共同。東京都

の里親普及啓発キャラクター「さとぺん」を使

って PRしています。今年はさとぺんの着ぐる

みやバルーンを東京都が作成しました。大人も

子どもにも人気で、さとぺんの写真を撮って遊

んでいました。 

展示パネルにも QR コードを入れ、通りがか

りであまり時間が無い方でもその情報を気軽に

持ち帰ってもらえるような工夫をしています。 

メディアの活用としては、不妊治療の専門フ

リーマガジン「ジネコ」に里親インタビューを

掲載しています。 

 

Tokyo 里親ナビで動画を制作 

ウェブサイト「Tokyo里親ナビ」を立ち上

げ、活用しています。ご覧いただいたことのあ

る方はいらっしゃいますか？ 子どもと里親の

暮らしを知るサイトテーマに都の委託を受けて

いるリクルーターでサイトを運営しています。

サイトは里親さん達の生の声、ご家庭での暮ら

しを垣間見ることができる内容になっていま

す。 

またパネル展や体験発表などイベント情報、

そして関係機関の情報もこちらに掲載し、まと

めて閲覧していただけるようにしています。 

Facebook などでもイベント情報などを発信。

小さな工夫ですが、私たち二葉の名刺にもこの

サイトの QR コードを入れています。 

どの地域でも同様ですが、コロナ禍でイベン

トや活動の機会が減ってしまいました。リクル

ーター３人どう活動していこうかと考え Tokyo

里親ナビの動画を制作することにしました。 

動画のターゲットは制度を知らない方々に絞

り込みました。もちろん里親ナビのサイトを見

る方にも興味を持って頂けるような内容ではあ

りますが、例えば YouTube でたまたま観る、

行政機関での待ち時間で行政の画面でたまたま

観る方々も対象にしています。 

知ってほしい内容は東京都で現在必要として

いる養育家庭（里親）について絞りました。社

会的養護が必要となる背景にある実親さんやお

子様達の状況を理解してほしかったので、内容

はそこに重点を置きました。そして里親さんの

インタビューでリアルなお話を伺いました。 

制度説明に関しては基本的なものに絞り込

み、観ている方を最後まで飽きさせないことを

意識して作りました。一部を上映いたします。 



17 

 

～～～動画上映～～～ 

 

動画の活用方法として出前講座、体験発表

会、教職員向けの公開講座など、企業でのイン

トラネット掲載。こちらは完成直後にソフトバ

ンク株式会社様の社内イントラネットで掲載さ

せていただきました。 

そしてターゲット企業は全国で子育てサポー

ト企業として厚生労働大臣の認定を受けている

プラチナくるみの都内企業を中心にアプローチ

をしている最中です。市区町村での施設であっ

たり、メディアイベントなど様々な場所で活用

中であったり、これから活用予定をしておりま

す。以上となります。 

 

日本財団 高橋：中村さんありがとうございま

した。「東京里親ナビ」は私もファンでよく見

ております。次に熊本の優里の会の八谷さんか

らよろしくお願いします 

 

八谷：本日の発表

は、これまでの広報

啓発活動ということ

で、特に委託授業を

県と市から受けてい

る内容と、新型コロ

ナが流行る前の取り

組み、新型コロナ流

行後の取り組みをお話しします。収束の兆しが

見えませんので、今後の活動のために有効だと

思ったこともお話しします。 

最後にまとめをお話できればと思っています。 

まず熊本県の現状について。熊本県は総人口

が 170万人、熊本市が 70万人を超えていま

す。その他の市町村は 5万人未満の所が 8割以

上。過疎化と一極集中が進んでいる状況です。

児童相談所は中央児童相談所、八代児童相談

所、熊本児童相談所の３カ所。里親委託率は平

成 30年度の統計中央と八代を合わせた熊本県

の委託率が 12.4%、熊本市が 10.8%です。他の

都道府県と比べても低い状況にあります。 

 

フォスタリング機関として事業を開始 

優里の会は先月（12月）より八代児童相談所

館内のフォスタリング機関として事業を始めて

います。契約期間の方が 2年と 4か月、3年度

分の契約。今日の発表内容は、フォスタリング

機関になる前の取り組みとなります。 

優里の会は平成 27年度から熊本県と熊本市

より里親制度普及・委託推進事業を受託しまし

た。里親制度普及事業しては、講演会を開催し

ていますが、これは初年度のみの開催で、次年

度からは出前講座へと変更しました。また、毎

年、里親月間に里親フォーラムを開催。そして

里親座談会。これは後で名称を「子育て座談

会」と変えましたが、熊本市内の各区。５区あ

りますが、各区で行われています。 

さらに、平成 29年度から日本財団の助成を

受けて里親制度普及事業を増やしています。例

えば里親（子育て）座談会の開催場所を熊本市

内に限らず県内各地で実施しています。またパ

ネル展も県内各地で開催しました。そしてホー

ムページのリニューアル。Facebook や 

Instagram で情報発信しています。 

これらの詳しい内容ですが、まず出前講座は

年間１0回から 15回県内各地で開催。小学校

での PTA 研修でも開催。他にも民生委員の研

修、県職員向けの研修会で話をしています。 
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里親フォーラムについては毎年約 100名程度

参加しています。その中で数組の組み合わせに

つながっていて昨年度は 5件ありました。 

里親座談会は熊本市内だけの開催から県内各

地の開催に広げ、毎回 10名から 15名が参加。

その 1/4ほどが、これをきっかけに登録につな

がりました。昨年は６ヶ所で開催しています。 

パネル展示ですが、市町村の福祉まつりとか

ショッピングセンター、公立図書館のロビーな

どをお借りして開催しています。昨年度は 16

箇所開催しました。 

広報啓発活動の取り組みを紹介しましたが、

効果が大きかったのがホームページのリニュー

アルです。デザインや見やすさのリニューアル

も当然なのですが、ＳＥＯ対策や Facebook、

Instagramでの開催お知らせを発信してホーム

ページとの連携することで、これまでに比べる

と組み合わせの件数が増えました。 

これらに関しては制作を依頼しているデザイ

ナーから、毎月のホームページの閲覧状況をご

報告いただき、それをもとに少しずつ修正を加

えながら、平成 29年度までは問い合わせがほ

とんどなかったのですが、このホームページの

リニューアルをきっかけに、昨年度が 15件、

今年度が 20件と増え、ここから児童相談所へ

の問い合わせにつながっています。 

今年度新型コロナの影響でこれらの取り組み

がどうなったのかということですが、やはり形

をそれぞれ変えてという取り組みになってしま

いました。 

 

里親に関心のある福祉系事業所で出前講座 

まず里親フォーラムですが、参加者を減らし

ての開催となってしまいました。出前講座は、

最初はリクエストが全く来ないという状況でし

た。各地の研修会とか集まりが中止延期になっ

たことが大きな原因だったと思います。 

ところが、事情を知った後ある里親が福祉系

の事業所に声がけしてくださり、出前講座を開

催することができることになりました。この写

真では保育園の職員向けの出前講座でした。そ

の他には介護用品のレンタル会社、訪問介護事

業所、デイサービスの事業所などで開催。多く

て７～８人ほど、少ない時は２～３人でした。

福祉系の事業所の方は里親制度に関心を示して

くださいました。  

パネル展は接触を避けるため、市役所のロビ

ーとか公立図書館などで自由に閲覧できる方法

に切り替えました。期間は 2 週間とか長くて 1

ヶ月展示してもらうことができました。 

座談会はズームを使ったオンラインで開催し

ました。この方法だと熊本県全体に呼びかけし

て遠方の方も簡単に参加でき、小さいお子さん

がいる方でも参加できて良かったです。それぞ

れ地元の新聞社の方に取材をしていただいて、

記事を掲載していただきました。 

県内各地に出かける啓発活動ことが難しかっ

たのでホームページとか SNS を使っての方法

も力を入れていました。特に今年度は

Facebookに広告を出しました。アプローチす

る年齢や地域を絞って、広告を出せることが利

点です。一方短所は Instagram の広告に比べ

るとハッシュタグを使えないなどがあります。

２つを比べると利用者の年齢層がマッチすると

いうことで Facebookに広告を出しています。 

これらの取り組みの中で効果的だったのか。

ポスティングは各家庭に届くイメージですが、

地方の田舎だと個別投函しても効果的なのはせ

いぜい熊本市。昨年度は人口が約 1万から 2万

ぐらいの街に協力いただき、回覧板と一緒に全

戸にチラシを回しました。その結果、一件です

が新しい里親につながっています。 

次に里親からのサポートが効果的でした。出

前講座の開催場所も里親さんご自身に探してい

ただき、しかも福祉系の事業所で関心を持って
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聞いていただいました。今のところ問い合わせ

にはつながっていませんが、関心があるという

ご感想をいただきました。関心があるというこ

とは、もうひと押しすれば登録につながると感

じます。 

 

オンライン講座や SNS発信は有効 

またオンラインの活用は遠隔地の方や子ども

さんのいる方の参加を容易にしましたので、今

後もうまく活用していきたいと思っています。

最後にホームページや SNS の活用はやっぱり

有効だったと思いますので、今後も取り組んで

いきます。 

今年度は特に熊本県の里親委託率が低いとい

うことで、マスコミにも注目されていて、新聞

社やテレビ局から問い合わせがありました。そ

こから取材が入ることになり、夕方の情報番組

で 8分間の特集を組んで放送していただきまし

た。マスコミとの連携というのも話題としては

大事かなと思います。 

最後に「よい里親さんに出会うために」につ

いて考えてみました。これまでの取り組みの経

験から、簡単ではないと思います。問い合わせ

をしてくださった方の出会いを大切にして、そ

の方に寄り添いつつ、こちらが求めている里親

さん像をお伝えしながら共に育っていくことが

大事だと思っています。 

熊本のような地方は、地域住民の理解を得

て、つながりを大切にしながら里親さんに活躍

してもらえるように働きかけていく必要があり

ます。里親さんとの信頼関係を築き、チーム養

育を一緒に行って行けるように働きかけていき

たい。こうした取り組みが結果的に良い里親さ

んとの出会うことになると思います。 

 

日本財団 高橋：コロナ禍の中で新しい取り組

みも進めていらして、非常に参考になるお話を

ありがとうございました。ＮＰＯ法人のフォス

タリング機関はキーアセット以外まだ少ないの

で、ぜひがんばっていただきたいと思います。 

 

キーアセット高橋：NPO 法人キーアセットのリ

クルーターを担当しております。私の担当地域

は福岡県福岡市。リクルート期間は 4年。人口

は 150万人。キーアセットからの登録は 43家

庭となっています。 

リクルート活動の

概要ですが、①イベ

ント、説明会、座談

会、パネル展。②チ

ラシ、SNS など。③

お問い合わせ。この

三つの内容で話して

いきます。 

①のイベントですが行政が管理している施設

や地域の方が集まる場所など、地域の方がアク

セスの良い場所を探して開催しています。 

福岡市のお祭りでは市役所の方と一緒に参加

させていただきました。役所の人と間違えられ

て、祭りのおたずねなども多かったですが、福

岡市がやっているイベントということで安心感

があったと思います。 

 

市民が何度も訪れる場所でイベントや展示 

日々皆さんがお買い物で何度も訪れるショッ

ピングセンターでもイベント開催をしました。

いつも私がイベントをしている姿を何度か見

て、お問い合わせをくださった方もいます。 

座談会カフェは、お茶をしながら気軽な気持

ちでお話がしやすいと福岡市では一番反応がよ

い場所となっています。 

②のポスター、チラシですが、福岡市では毎

月２万枚のポスティングをしております。お問

い合わせ 10件中、7件ほどはポスティングか

らです。配布枚数が 5000枚から 1万枚だと反

応が薄いです。 
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その他に反応がいいのが図書館。ゆっくりで

きて一度本を借りて、返却に再訪し、２度は訪

れる場所。チラシを見る確率が増えます。 

市政だより掲載は毎回必ず反応があり、地域

の広報誌で信頼感があり、地域の社会貢献にご

興味がある方からのお問い合わせが多いです。 

バス広告は「毎日利用する乗り物なので見ま

した」というお声をたくさんいただきました。 

生協は４年間の中で一番反応があり、１回の

広報で 60件近くお問い合わせがありました。

家でゆっくり読めるということと、「生協のチ

ラシ以外のチラシが入っていて興味が湧いた」

との声も。今も年に 1度お願いしており毎回大

きな反応があります。 

福岡市の中心部天神で動画を流していただき

ました。キーアセットの社用車を宣伝カーにし

て PR したり、他社ホームページでイベント情

報を流したりしています。 

SNS関連について。ホームページの中に 

Facebook がありまして、そのフォロワー数が

786人。次に LINEのお友達が 114人。Twitter 

のフォロワー数が 65人です。 

ホームページが一番多い理由としては、ホー

ムページは 8年という長い期間継続しており、

今はホームページで情報を確認される方が多

く、加えて Facebook の利用者が多いからだと

思います。LINE や Twitter に関してはまだ期

間は 5ヶ月ですが、順調にフォロワー数が増え

ています。 

福岡市ではポスティングをするチラシに

LINEの QRコードを付けており、この 3ヶ月間

はほとんどの問い合わせが LINE からでした。 

これら Facebook、LINE、 Twitter はビジネ

スの活用ができます。ターゲット層を決め、お

問い合わせをして欲しい方の地域や年齢、皆さ

んがネットで検索する際の内容で、例えば「社

会貢献」や「子どもお預かり」などの概要を決

めることが出来ます。その後、どのくらいの

方々に反応があったのかをデータいただけるの

で、リクルートの今後の参考になります。 

 

お問い合わせの内容を円グラフにしました。

特に反応がいいのが、説明会、イベント、座談

会です。共通するのは３つとも直接お顔を見な

がらお話しできる対面でのリクルートで全体の

約 7割となりました。SNS、テレビ、新聞ほか

チラシの設置も反応はあるのですが、皆さんか

らしたらご自身とは少し距離を感じるものもあ

ります。右の円グラフは年代別ですが、一番多

いのが 40代で次に 30代、次に 50代となり、

30代から 50代が約 8割です。 

福岡市のリクルート期間は４年と伝えました

が、まずは平成 29年４月から令和２年３月ま

での 3年間の数字をグラフにしてみました。左

から平成 29年、右に 30年、右に令和 1年、右

に合計です。 

 



21 

 

青い部分がお問い合わせの数、次に橙色がご

連絡先を伺えた数、灰色の部分が個別の相談を

受けた人の数。福岡市では、その個別相談を受

けられた後、次のステップの研修となります。 

ここで見て頂きたいのが合計の部分です。青

のお問い合わせは 670人から、だいたい色のご

連絡先を聞けた人数は 465人です。1.5人に 1

人の方からご連絡先を頂いた。連絡先をいただ

けた 465人中 135人が個別相談を受けてもらい

ました。3.5人に 1人が個別相談となっていま

す。リクルートとしましてはこの個別相談を増

やすことが重要だと考えています。 

先ほどのグラフは令和 2年 3月までのグラフ

でしたので、その続きの令和 2年 4月から 12

までのグラフです。 

 

先ほどのグラフと一緒で青い部分が問い合わ

せ数、橙色が連絡先、灰色が個別相談です。コ

ロナ禍となり、お問い合わせ数が 118人と毎年

度に比べ、約 2/3になりました。ただし、お問

い合わせからご連絡をいただいた方は 76人と

変わらず 1.5人に 1人いただいております。 

連絡先を頂いた方から個別相談は 33人。２

人に１人が個別相談となりました。お気づきか

と思いますが、連絡先の人数から個別相談の人

数が、前年度まで 3.5人に一人だったのが、２

人に１人となりました。 

お問い合わせをくださった方に今まで以上に

深く入り込むことで次のステップに進む方の安

心を増やしていくことが課題になっていくと思

います。ではそのためにはどうすればよいか。 

 

「推して取れるお問い合わせ」とは 

お問い合せには「誰でも取れるお問い合わ

せ」が 10件中 2件ほどあります。例えば「登

録まで考えています」という方、「以前から興

味を持っていました」という方々です。 

次のステップに進む人が 10 件中 2件だけで

終わらないように、ように私たちリクルーター

は「推してとれるお問い合わせ」10件中 5件

を次ステップに進む人にすることが大切です。 

よく言われるのが「家でじっくり考えてみま

す。責任を感じます。でも難しいです」という

お言葉です。こちらは「ではまたご検討くださ

い」と流すことが多かった。 

それを「家でゆっくり考えてみます」と言わ

れたら「お時間もとりません、１分だけお願い

します」と返し、「責任を感じます」と言われ

たら、「責任を感じていただくことが大事なの

です」と返す。「いまは難しい」と言われた

ら、「先に一度聞いてみてご検討される方も多

いですよ」という一言で立ちどまっていただく

方もいます。 

 

場所によってトークの構成を変える 

トークの強化や勉強会の実施でお問い合わせ

は増えていきます。トークは場に応じた使い分

けが大事です。 

説明会や座談会はそもそもご興味があってお

話を聞きにこられる方が多いのです。緊張なさ

っていることが多いので、まずは緊張をほぐす

アイスブレイクから始まり、アプローチ、ヒア

リングそして最後に個別相談の予約をその日の

うちにしてもらうクロージングが重要です。 

一方、イベントはたまたま違う目的があっ

て、その場所に来ている方なので、説明会や座

談会より、お話を聞いてもらうことが難しくな
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ります。したがって、アイスブレイクはしない

で、要点だけをアプローチしてヒアリング、ク

ロージングを短時間で進めます。こういった細

かい変化が後々数字として大きな差が出てきま

す。次のページお願いします。 

最後に。リクルーターとして結果が出せてい

るのは皆さんのご協力があるからです。「えが

お館」の皆さま、特に所長、係長には行政の方

からのご協力が必要なことに関してすぐに実行

して頂き、かつ区役所の方々との繋がりも深め

ていただきました。 

そのおかげで今は市役所の方が里親の方々、

ボランティアの方々等からお誘いを頂くまでに

なっています。 

キーアセットのソーシャルワーカーも個別相

談などすぐに対応してもらい、周りの方々の迅

速な対応がスピーディーに登録までつながる結

果になっています。こうしてリクルーターを支

えてくださる皆さまに感謝申し上げます。 

 

日本財団 高橋：キーアセットのこれまでのデ

ータの積み重ねも紹介してくださり、とても参

考になりました。やはりポスティングは効果が

あるとか、生協のチラシは反応がいいとか、営

業的なトークは民間ならではだと感じました。 

ではここで里親の叶さんからひと言コメント

お願いします。 

 

小さなことの積み重ねが結果につながる 

叶：皆さんの各地で

のご活動を聞いて、

大変頭が下がる思い

です。私たち里親は

啓発活動といっても

なかなかうまくでき

ないので、行政や各

地域の皆さまにお願

いするしかないのです。 

私の相模原市でも出前講座、ポスターを掲示

したり、動画を作ったり、啓発活動をやってい

ますが、そういう小さなことの積み重ね一つひ

とつがこれからの里親につながっていくのかな

と思って今聞きました。これからも里親さんを

増やせるように、皆さまとご一緒に努力してい

きたいと思っています。 

 

「里親意向調査」から見えること 

日本財団 高橋：ありがとうございます。では

ここで日本財団が以前おこなった「里親意向調

査」簡単にご紹介します。 

「里親制度の詳細についてどこまで知っていま

すか」との問いに対して、例えば「子どもを預

かる機関で、２か月などの短期間で里親になれ

る」を知っていたのは 12％しかいない、「生

活費などの金銭サポートがある」ということを

ご存じの人も 13％ほどでした。制度そのもの

を理解している方が少ないということが調査か

らわかりました。 

さらに 47％が里親と養子縁組を混同してい

ることもわかりました。ただ「里親になってく

ださい」ではなく里親というものがどういうも

のなのかということをきちんと伝えることが大

切だと感じています。 

「里親になってみたいと思う」割合は、「な

ってみたい、どちらかと言うとなってみたい」

が 6.3%の結果でした。6.3という数は少ない気

がしますが、里親の対象となる世帯、30代か
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ら 60代を考えてみても、1780 万世帯ですの

で、6.3%は約 100万世帯。そう考えるとポテン

シャルは大きいいと思います。 

里親の意向はあ

るけれども、なっ

ていない理由。例

えば「経済的な負

担が心配だから」

「子どもの人生を

左右する責任が重

い」「預かった子

どもが大きくなるまで健康でいられるかわから

ない」などが挙げられています。 

里親制度というものが正しく理解されていな

い。養子縁組と混同して捉えられていることが

一つの要因なのかと思います。 

この調査の中で、「日本では里親が足りてい

ません」「子どもの生活費などの養育費が支給

されます」「短期の里親もあります」と、アン

ケートの途中でお知らせしたところ、「それな

らできそうだ」と里親に前向きな人が最終的に

は増えるという結果になりました。 

もちろん情報提示後に、やはり難しいと思っ

た方もいましたが、情報を聞いて自分でもでき

るかなと思った人が最終的には推計で 12.1%に

なっています。情報を伝えていくことが大切で

あることがわかる結果です。 

最後に、里親を増やすためにどう伝えていく

かということをこの調査からまとめますと、里

親不足の現状と家庭養育で子どもが育つことの

重要性、あと実際に子どもの背景やプロフィー

ルや体験談を伝えることが効果的でした。 

例えば、大阪の家庭養護促進協会は昔から毎

日新聞の「愛の手」コーナーで、お子さんの情

報をある程度お知らせしたりしています。そう

いったこともできるようになっていけばよいか

と思います。 

それからサポート制度。経済的なサポートや

フォスタリング機関のようなサポートがあるこ

と。また、里親になる条件などもきちんと伝え

ていく。 

実際に里親を務めるために伝えるべき２つの

事としては、具体的な里親のなり方や、どうい

った部分に注意しなければいけないか、あとは

気軽に相談できる相談相手がいることという調

査の結果になっております。 

 

オックスフォード・リーズセンターの報告書 

もう一つご紹介します。オックスフォード大学

のリーズセンター。これはキーアセットが出資

して作られたイギリスの機関ですが、「なぜ

人々は里親になるか？ 里親になるモチベーシ

ョンについての国際的な文献レビュー」を出し

ています。 

人々が最初に養育里親になることを検討する

のはどのような理由からか。また申請に踏み切

るのは何が要因なのかを調査したものです。 

この組織の調査ではなく、オーストラリア、

ニュージーランド、アメリカ、カナダ、イギリ

スの文献をレビューした報告書です。 

この調査の結果、親族以外の養育里親になる

ことを検討するきっかけとして最も多いのが

「養育里親と会ったことがある、または養育里

親をしている人を知っている」という結果にな

りました。  

また少ないけれど「養育里親に育てる子ども

とか若者との接触があった」もきっかけの一つ

として挙げられています。 

こうしたことから養育里親は里親募集および

養育里親制度の関心を集める上で重要な役割を

担っていると報告書に書かれています。 

それ以外に養育里親を希望する動機としては

他者を思いやる本能的な行動。やはり子どもた

ちの生活の生活に変化をもたらしたいという思

いが多い、とあります。 
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それ以外の動機として家族を増やしたい、孤

独な子どもに兄弟を持たせてあげたい、社会に

恩返ししたいなどが挙げられています。 

収入を得ることは養育里親になることの主な

動機ではないことがほとんどですが、その費用

を賄うこと、または自分がパートの仕事をやめ

ないといけない場合の所得の埋め合わせになる

ことは、次の段階に進むかどうかを決断するた

めの重要な検討事項になるとされています。 

それから最初の問い合わせに対する応対のせ

いで、やる気を削がれるケースが多いという報

告もありました。その結果情報請求から登録に

進むまでの段階で、里親希望することが大きく

減少することが分かっていまして。先ほどキー

アセットさんの高橋さんの話がありましたけ

ど、やはり丁寧に対応することの必要性が挙げ

られています。 

また、国際調査によって里親のマイナスなイ

メージや社会通念が地域社会における里親制度

の障壁となっている、と。養育里親の正しい理

解、ポジティブなイメージ作りが必要だとされ

ています。例えば里親になるためには大きな家

を持っていないといけないとか、一定の収入が

必要だとか、自分の子どもがいたりとか、家を

持っていたりしないとなれないといった思い込

み。 

あとは例えば一般に養育里親は儲かると思わ

れていたり、養護保護児童や実親は素行が悪い

ものと思われていたりする場合、養育里親を始

めるためのモチベーションが下がるそうです。 

さらに里親の登録継続に関する研究で、養育

里親への対応に不備があると、里親たちが感じ

ていることが報告されています。例えば彼らは

子どもや若者を支援しているチームの一員であ

ると伝えられているのに、子どもに関する情報

を与えられていない、意思決定において自分た

ちの意見が重要視されることがない、と。自分

たちが正当に評価されていない。受け入れられ

ていないと、度々感じている里親さんもいる。 

こうした研究結果を関連付けると、やはり里

親さんが自分たちを評価されている、受け入れ

られていると思えば、やっぱり養育里親につい

てポジティブで話すことができ、問い合わせに

対して肯定的にご自分の体験を話すことができ

るようになると報告されています。 

簡単にまとめますと、里親リクルートには養

育里親の体験や口コミがやはり有効でで、養育

里親さんがリクルートに積極的に関わっていた

だく事が効果的とされています。 

一方で養育里親について正しい知識やポジテ

ィブな認識を広めていくことも非常に重要で

す。最初の問い合わせに対する対応のせいで、

やる気を削がれるケースは多いので、すぐに丁

寧に対応することが大切です。 

さらに養育里親さんを尊重して彼らのポジテ

ィブな感情を高めていてリクルートに参加して

いただく、といったことが大切なのではないか

とこのレビューではまとまっております。以

上、情報提供させていただきました。 

 

コロナ禍を乗り越えるために 

日本財団 高橋：それでは改めて皆さまにご質

問させていただきます。コロナ禍で施設での研

修が止まり里親登録が進まないというお悩みを

お聞きしますが、何か代案はございますか？ 

 

中村：施設の研修はコロナ禍の状況で通常より

も延期になったり人数を減らしたりしていま

す。コロナ前のようなスムーズな状況になって

いないのが現状です。 

 

キーアセット 高橋：新型コロナへの対応につ

いては、お問い合わせの時点ですでにご理解い

ただいています。皆さまコロナのことよりも、

子どもたちのことを思う気持ちの方が強い方が
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お問合せされるので、その辺は特に問題はなく

て。お問い合わせ自体はもちろん減ってはいま

すが、自宅待機の人数が増えているので ネッ

トや LINE での問い合わせとは増えています。

その辺はポジティブに受け止めています。 

 

八谷：登録のための研修ですと、今までは丸 1

日かけて講義とかグループワークをしていまし

たが、コロナの関係で今回グループワークは実

際に会ってやるのですが、その日と別に講義だ

けの日を設定し、全部 zoom でやりました。そ

ういった形で zoomでできるところはやり、ど

うしても実際に面談しないとできないところは

一つの会場に集まって実施するという形で今年

は進めていきました。 

 

日本財団 高橋：zoom参加の方から「私たち

一人ひとりがリクルーターなのですね。頑張り

ます」というコメントが寄せられております。

本日はみなさま貴重なお話をありがとうござい

ました。 


